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1．はじめに
2026年3月10日から 13日にかけて，フランス共

和国・シャンベリーにおいて，第17回冬期サービ
スとレジリエンスに関する世界大会（シャンベリー
冬期大会）（PIARC Chambéry 2026）1）が開催され
ました（図 1）。本大会は，道路の冬期サービス，
レジリエンス，脱炭素化をテーマとした国際会議で
あり，世界各国の行政機関，研究者，民間企業が一
堂に会する大規模なイベントです。また，世界道路
協会（World Road Association，通称PIARC）は，
道路と道路交通分野における国際的協力の推進，発
展を目的とした，道路交通分野で最も歴史のある非
営利の国際機関です 2）。本報告では，大会の概要お
よび参加内容について報告いたします。

図 1　PIARC 2026 の出展ブースの外観

2．開催地シャンベリーの概要と歴史
シャンベリーはフランス南東部，オーヴェルニュ＝
ローヌ＝アルプ州に位置する人口約6万人の都市で

あり，かつてサヴォア公国の首都として栄えた歴史
を有しています。現在はサヴォア県の県庁所在地で
す。アルプス山脈に近接し，冬期はアルプスのス
キーリゾートの玄関口になっています。
旧市街はサヴォア公爵の城（Chateau des Ducs 

de Savoie）を中心とした城下町となっていて中世
の街並みが残っており，コンパクトで徒歩による移
動が可能でした（図 2）。

図 2　シャンベリー中心街の街並み

また，アルプス山脈に近接する地理的条件から，
中世においてはイタリアとフランスを結ぶ重要な交
通の要衝であり，アルプス越えの交易路を通行する
商人や旅人から通行料（関税）を徴収することで富
を蓄積してきました 3）。こうした地理的優位性を背
景に，サヴォア公国は地域における政治的・経済的
な影響力を強めていきました。
その後，サヴォア公国の中心はトリノへと移りま

したが，シャンベリーは引き続きアルプス圏におけ
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る交通・交流の拠点として発展し，現在においても
山岳地域におけるインフラ管理や冬期道路技術と密
接に関係する地域となっています。

3．大会概要および日程
本大会は以下の概要で開催されました。

会期：2026年3月10日～ 13日
会場：サヴォアエキスポ（Savoie Expo）
テーマ：Ensuring road excellence in all seasons

大会は4日間にわたり，オープニングセッショ
ン，基調講演，テクニカルセッション，展示会，技
術見学などが実施されました。特に，冬期サービス

（W），レジリエンス（R），脱炭素（D），フォーサ
イト（F）といった複数のセッションが並行して開
催され，非常に多岐にわたるテーマが扱われていま
した。

4．大会内容
本大会は，PIARCの技術委員会（Technical 

Committees）の活動成果および最新の研究動向を
共有することを目的として構成されており，以下の
主要なセッション群から成り立っていました。本大
会の特徴として，冬期サービス，レジリエンス，脱
炭素といった分野が統合的に議論されていた点が挙
げられます。

（ 1 ）Technical Session
テクニカルセッションは大会の中心であり，冬期

サービス（W01‒W24），レジリエンス（R01‒R13），
脱炭素（D01‒D09）の3分野に大別されます。
冬期サービス分野では，凍結防止剤散布，融雪技
術の高度化（W15，W16），AI活用（W22），道路
監視気象システム（RWIS）導入（W11），気候変
動（W08）などが扱われ，デジタル技術と環境対
応の融合が顕著でした。
また，レジリエンス分野ではインフラ老朽化対応
や極端気象への適応，脱炭素分野では舗装・維持管
理におけるCO2削減が議論されていました。

（ 2 ）Foresight Session（将来展望）
フォーサイトセッションでは，技術的議論に加え

て政策や国際連携，将来課題に関する俯瞰的議論が
行われました。特に気候変動への適応，国際協力

（アルプス圏など），空港や高速道路における冬期
サービスといったテーマが扱われていました。

（ 3 ）Workshop
ワークショップでは，気候変動への適応，災害レ

ジリエンス，山岳道路リスク，舗装・橋梁の耐久性
などに関する実務的な議論が行われ，参加者間の活
発な意見交換が見られました。

（ 4 ）Strategic Direction Session
本セッションでは，世界道路協会PIARCとして

の冬期サービスの戦略，道路分野の脱炭素化，道路
ネットワークのレジリエンスなどに関する方向性が
議論されました。

（ 5 ）Special Project / Poster Session
特定課題に対する短期プロジェクトの成果報告

や，ポスター発表が行われていました。特にAIや
道路安全，作業管理などの横断的テーマが扱われて
いました。

（ 6 ）Technical Visits
雪崩対策施設やトンネルなどの実インフラ見学が

実施されました。例として，雪崩対策施設，トンネ
ル維持管理，山岳道路の防災対策などが見学対象と
なっていました。

（ 7 ）その他
大会期間中には第5回世界除雪機運転技能選手権

（5th World Snowplough Championship）が開催さ
れ，実務技術の重要性が強く印象づけられました。

5．参加者数・規模
本大会には，2026年2月末時点で約 1,300名（65
か国）の参加登録がありました。
国別参加登録者数の上位は以下の通りです。
•　フランス：386名 
•　日本：209名 
•　スイス：65名 
•　英国：64名 
•　ドイツ：47名 
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•　カナダ：35名 
•　イタリア：31名 
•　スウェーデン：29名 
•　トルコ・ベルギー・フィンランド：各23名 
開催国であるフランスの参加者が最も多い一方
で，日本からの参加者が第2位となっていました。
図 3に示す日本パビリオンには多くの来場者が訪
れ，日本の冬期道路技術に対する国際的関心の高さ
がうかがえました。

図 3　日本パビリオンの様子

6．自身の発表内容
杉原は，「Resource Saving and High Efficiency 

of Snow-Melting Systems through Snow Depth 
Control」と題し，冬期道路における地下水散水型
消融雪システムの高効率化に関する研究発表を行い
ました。
本研究では，従来広く用いられている「降雪検知
制御」に代わり，「路面残雪深」に基づく制御手法
を提案しました。従来手法では，降雪の有無に基づ
いてシステムの稼働を制御するため，路面に積雪が
存在しない場合でも稼働してしまうなど，過剰運転
が生じる課題がありました。
これに対し，本研究では，路面上の残雪深を直接
指標とし，一定以上の積雪が存在する場合にのみ散
水を行う制御方式を提案しました。さらに，実装上
の課題である積雪深計測について，一般的なレーザ
距離センサ（TOF方式）を用いた低コスト計測手
法を開発しました。
数値シミュレーション（北陸地域 5都市・10年分

の気象データ）により提案手法の性能評価を行った
結果，以下の効果が確認されました。

・資源使用量：約30％削減
・安全性：約50％向上（最大残雪深の低減）
・ サービスレベル：約50％向上（路面残雪時間
の短縮）

また，レーザ距離センサによる積雪深計測におい
ては，積雪内部での体積散乱に起因する過小評価バ
イアスが存在することを明らかにし，黒色・白色面
の計測値を組み合わせた補正手法を提案しました。
この手法により，実用上要求される±1cm程度の
精度を達成しました。
さらに，モンテカルロ法による光伝播シミュレー

ションを用いて計測誤差の発生機構を再現し，提案
手法の物理的妥当性を検証しました。
以上より，本研究は既存の地下水散水型消融雪イ

ンフラに対し，大規模な設備更新を伴うことなく，
制御ロジックの変更のみで効率化を実現可能である
ことを示しており，持続可能な冬期道路管理への応
用が期待されます。
発表後には，座長および参加者との間で質疑応答

が行われました。
まず，カナダ出身の座長からは，本研究が主とし

てシミュレーションに基づくものであることを踏ま
え，①実際の現場への実装可能性およびその見通
し，②実装に際しての技術的・制度的な障壁，につ
いて質問がありました。これに対して，本研究で提
案する制御手法は既存の地下水散水型消融雪システ
ムに対し制御ロジックの変更を主とするものであ
り，大規模な設備更新を伴わずに導入可能であるこ
と，また実装上の課題としては積雪深の空間分布の
把握やセンサ設置位置の最適化などが挙げられるこ
とを説明しました。
さらに同座長からは，③極端な気象条件（大雪や

急激な気温変化）における本手法の有効性について
も質問があり，今後の検証課題として，より厳しい
条件下での適用性評価が重要であるとの認識を共有
しました。
また，ポスターセッションにおいては，ドイツの

研究者からレーザ計測に関する専門的な質問が寄せ
られました。具体的には，①本研究で使用している
レーザセンサの波長に関する質問，②路面の雪氷状
態の識別可能性に関する技術的な展望，について質
問がありました。これに対し，本研究では可視光領
域（約658nm）の一般的なTOF方式レーザ距離セ
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ンサを使用していることを説明するとともに，現状
の手法では積雪深の計測に主眼を置いているもの
の，将来的にはカメラやLiDARを用いた面分布計
測や状態識別への展開が可能であることを示しま
した。

7．シャンベリーおよび大会の所感
本大会を通じて得られた知見に加え，現地での滞
在を通してフランス共和国および欧州の社会・交
通・生活文化に触れることができた点も印象的で
した。
まず，シャンベリーおよびその周辺地域の人々は
非常に親切であり，地方都市ならではの落ち着いた
雰囲気の中で安心して滞在することができました。
こちらから，bonjour（こんにちは），merci（あり
がとう），au revoir（さようなら）と声をかけると
笑顔で応答してくれて嬉しかったです。街中でも英
語を話せる方ばかりですが，フランス語で話しかけ
ると嬉しそうにしてくれました。
公共交通については，路線バスにおいてクレジッ
トカードのタッチ決済が利用可能であり，さらに
Googleマップの公共交通案内機能が高精度に機能
していたため，移動に不便を感じることはありませ
んでした。路線バスは乗車1回で約1.8ユーロであ
り，シャンベリー駅を経由する主要なバス路線は
5：30～23：00ごろまで動いていました（図 4 ）。現

地の方はバスの乗車時にはbonjour，降車時にはau 
revoirと運転士に話していました。また，タクシー
はUberが利用でき，シビックとBYDに乗ることが
できました。
都市交通の特徴として，自転車道が整備されてお

り，自転車利用者が多い点が挙げられます（図 5，
6）。特に河川に沿う自転車道は重要な通勤通学路
およびトレーニングルートになっているようで，カ
ジュアルな装いのサイクリストや列をなして颯爽と
駆け抜けていく小学生ほどのロードバイクの集団に
出会いました。さすがツール・ド・フランスが開催
されている国と感じ，自転車をホテルで借りること
ができればと思いました。実際にPIARC Chambéry 
2026においても，ドイツの冬期における自転車道
の維持管理に関する発表が行われており，冬期サー
ビスの対象が自動車交通のみならず多様な交通手段
へと拡張していることがうかがえました。

図 5　車道（右）と歩道および自転車道（左）

図 6　自転車道の標識
図 4　シャンベリーのバス路線図と時刻表
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道路交通に関しては，ラウンドアバウト（環状交
差点）が広く導入されており，信号に依存しない円
滑な交通が実現されていました（図 7）。車両の進
入・旋回・加速はいずれも滑らかかつ機敏であり，
運転技術の高さが感じられました。こうした交通環
境が，欧州のモータースポーツにおける高い走行技
術の背景の一つになっている可能性もあると感じま
した。また，ラウンドアバウトの入出口には横断歩
道が整備されている場合が多く，車速が落ちるとこ
ろに設置する合理性に感心しました。横断歩道では
歩行者が優先される交通文化が根付いている点も強
く印象に残っています。

図 7　ラウンドアバウトと山並み

気候条件については，滞在期間中のシャンベリー
は同じ時期の新潟県長岡市と比較してやや温暖であ
り，防寒具としてのダウンジャケットは不要でし
た。シャンベリー駅前広場には桜によく似た花が開
花していました（図 8）。また，降雪は確認されず，

道路上にも積雪は見られませんでした。一方で，車
両のタイヤはノーマルタイヤ，スタッドレスタイ
ヤ，オールシーズンタイヤが混在しており，地域特
性に応じた柔軟な対応が取られていることがうかが
えました。
移動に関しては，シャルル・ド・ゴール空港から

TGVを利用してシャンベリーへ向かいましたが，
リヨンまでは広大でなだらかな農地が広がってお
り，その規模の大きさに強い印象を受けました（図
9）。その後，リヨン以東では徐々に山間地へと入
り，山岳地形と居住地が調和した美しい景観が広
がっていました（図 10）。

図 9　TGV の車窓から（パリ - リヨン間）

図 10　TER の車窓から（リヨン - シャンベリー間）

食文化については，外食ではジャガイモ，チー
ズ，肉類（特にハム），ワインが中心であり，日本
とは異なる食生活を体験しました（図 11）。一方
で，スーパーマーケットには新鮮な野菜や肉，魚も
豊富に取り揃えられており，日常的な食生活の多様図 8　シャンベリー駅前の風景
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図 12　往路の航路

図 13　復路の航路

図 11　郷土料理のタルティフレットとハム

ました（図 13）。復路の飛行機は日中の搭乗となっ
たため，機体カメラで東欧や中東を空から眺めるこ
とができました。また，フロントビューカメラでは
搭乗機の上や下をすれ違う飛行機が散見され，限ら
れた航路に密集していることがうかがえました。こ
うした移動の中にも，現在の国際情勢が反映されて
いることを実感しました。

以上のように，本大会への参加は，学術的な知見
の獲得に加え，欧州の交通・社会・文化を体感する
貴重な機会となりました。

8．おわりに
本大会を通じて，欧州を中心とした冬期道路管理

の最新動向を把握することができました。特に，
AIやデータ活用による高度化，脱炭素化との統合
といった方向性が明確であり，日本における今後の
研究・実務への重要な示唆が得られました。
また，シャンベリーは歴史的景観とアルプスの自

然環境が調和した魅力的な都市であり，冬期道路技
術の議論を行う場として非常に適した場所であると
感じました。
今後は，本大会で得られた知見を基に，より一層

日本における冬期道路管理の高度化および持続可能
性向上に貢献していきたいと考えています。
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さらに，渡航経路においては，往路はグリーンラ
ンド周り（図 12），復路は中東経由と異なるルート
を通過しており，ロシア，ウクライナおよびイラン
周辺の空域を避けるような飛行経路が採用されてい


